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参加10回目記念事業　岡山シーガルズバレー教室を開催！
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消
防
団
に
よ
る
訓
練
会
を
６
月

７
日
（
日
）
に
新
庄
川
河
川
沿
い

で
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
訓
練
は

新
庄
村
消
防
団
、
真
庭
市
消
防
団

美
甘
方
面
隊
、
美
新
分
署
と
の
合

同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
美
甘

と
新
庄
村
は
以
前
よ
り
消
防
に
関

す
る
応
援
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

応
援
協
定
締
結
以
降
は
じ
め
て
の

合
同
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
新
庄
村
消
防
団
と
美
甘

方
面
隊
が
協
力
し
、
水
槽
を
利
用

し
た
中
継
に
よ
っ
て
美
新
分
署
の

消
防
自
動
車
へ
送
水
を
行
う
と
い

う
も
の
で
し
た
。
現
在
美
新
分
署

に
配
備
さ
れ
て
い
る
消
防
自
動
車

は
タ
ン
ク
に
水
を
積
載
し
て
お
り
、

火
災
現
場
で
は
火
点
の
直
近
で
消

火
活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め

水
利
が
離
れ
て
い
る
場
合
は
、
消

防
団
が
送
水
を
行
い
サ
ポ
ー
ト
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
山
林
火
災

な
ど
の
場
合
に
迅
速
に
中
継
を
行

い
消
火
活
動
が
持
続
で
き
る
た
め

に
必
要
な
手
順
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
美
甘
方

面
隊
と
の
合
同
訓
練
と
い
う
こ
と

で
、
他
の
部
隊
と
の
伝
令
方
法
や
、

協
力
体
制
に
つ
い
て
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訓
練
の
最

後
に
は
美
新
分
署
長
か
ら
、
今
後

も
こ
う
い
っ
た
合
同
訓
練
を
続
け

て
い
き
、
火
災
の
際
に
は
協
力
で

き
る
よ
う
に
と
の
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

消
防
団
で
は
、
万
一
の
火
災
・

災
害
時
に
迅
速
か
つ
正
確
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
今
後
も
訓
練
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

　

５
月
23
日
（
土
）
に
東
京
都
内

で
開
催
さ
れ
た
「
お
か
や
ま
晴
れ

の
国
ぐ
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談

会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
は
岡
山
県
の
主
催

で
、
県
内
20
市
町
村
が
参
加
し
、

65
組
１
０
２
人
の
方
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
庄
村
ブ
ー
ス
で
は
、
住
宅
や

仕
事
の
こ
と
、
生
活
基
盤
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

移
住
を
決
め
ら
れ
る
ま
で
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
移
住
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
一
つ
ず
つ
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
に
関
す
る
事

や
空
き
家
等
に
つ
い
て
の
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
企
画
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

５
月
26
日
（
火
）
に
大
所
地
区

の
髙
村
當
子
さ
ん
（
84
歳
）
に
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

髙
村
當
子
さ
ん
は
、
１
月
14
日

に
日
本
テ
レ
ビ
系
列
で
放
送
さ
れ

た
「
１
億
人
の
大
質
問　

笑
っ
て

こ
ら
え
て　

日
本
列
島
ダ
ー
ツ
の

旅　

村
人
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

４
」
に
お
い
て
、
西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
の
５
人
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、

更
に
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に

選
ば
れ
、
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
と
グ
ラ
ン
プ
リ
を
競
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
惜
し
く
も
準
グ
ラ
ン

プ
リ
で
し
た
が
、
番
組
の
中
で
新

庄
村
の
Ｐ
Ｒ
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
感
謝
状
を
お
渡
し
す
る

と
、
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
持
ち
前
の
明

る
さ
と
84
歳
と
は
思
え
ぬ
元
気
な

お
姿
に
、
新
庄
村
の
元
気
の
源
を

感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
益
々
お
元
気
で
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

   

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　
　
　

信
　
江
　
有
　
紀

　

５
月
11
日
よ
り
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
教
育
委
員
会
へ
配
属

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
に
６
月
か
ら
開
講
し
て
い
る

沢
塾
の
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
子
供
た
ち
と
楽
し

く
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
生
懸
命
に
努
め
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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安藤　俊雄
小玉　正子
堀野　孝之
生田　喜人
下田　綾女
鳥越　政志
高橋　鉄雄
（株）アサノ
岡山県町村会
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岡山市
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岡山市
倉敷市
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様
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ほか　１１名

田坂未輝男
藤下　眞寿
稲田真作司
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橋本　　栄

平成２６年度については、２９人の方から、４４件１，２６１，３６８円の寄附をいただきました。

ふる里基金事業について、平成２６年度末の状況をお知らせいたします。

ふる里づくり基金の状況について

平成２６年度寄附をしていただいた方

　平成１６年度の事業開始から平成２６年度末までの寄附総額は次のとおりです。      

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業    

②福祉の村づくりに関する事業

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業

④環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業

  　その他指定なし     

    　　　　　　　　　　　　合　計

369件

141件

282件

142件

468件

1,402件

3,673,000円

2,070,000円

3,190,000円

1,100,000円

3,420,368円

13,453,368円

また、本基金を次の事業に役立てております。

　これまでに、村内36人、村内を除く岡山県内341人、大阪府74人、東京都25人など全国各地から
619人の方に寄附をいただいております。        

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業

②福祉の村づくりに関する事業

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と
　保護に関する事業

ウスイロヒョウモンモドキ（蝶絶滅危惧種）の生息
環境整備のための草刈り作業、登山道の整備
森林セラピー健康増進事業、多目的福祉
施設の整備
がいせん桜の治療管理、にしき鯉の放流、
本陣・脇本陣の提灯整備

源流域環境保全型農業の推進④環境保全型農業の推進、特産品の開発に
　関する事業 
  

3 ,000 ,000円

2,500,000円

1,730,000円

400,000円
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岡山県町村会
せとうちデリバリーサービス（株）自動車整備工場　様 

岡山市
愛知県
東京都
岡山市
倉敷市
高梁市
東京都
中日本氷糖(株)

様
様
様
様
様
様
様
様
様

ほか　１１名

田坂未輝男
藤下　眞寿
稲田真作司
小松原文雄
金盛　秀禎
土田　真弓
橋本　　栄

平成２６年度については、２９人の方から、４４件１，２６１，３６８円の寄附をいただきました。

ふる里基金事業について、平成２６年度末の状況をお知らせいたします。

ふる里づくり基金の状況について

平成２６年度寄附をしていただいた方

　平成１６年度の事業開始から平成２６年度末までの寄附総額は次のとおりです。      

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業    

②福祉の村づくりに関する事業

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業

④環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業

  　その他指定なし     

    　　　　　　　　　　　　合　計

369件

141件

282件

142件

468件

1,402件

3,673,000円

2,070,000円

3,190,000円

1,100,000円

3,420,368円

13,453,368円

また、本基金を次の事業に役立てております。

　これまでに、村内36人、村内を除く岡山県内341人、大阪府74人、東京都25人など全国各地から
619人の方に寄附をいただいております。        

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業

②福祉の村づくりに関する事業

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と
　保護に関する事業

ウスイロヒョウモンモドキ（蝶絶滅危惧種）の生息
環境整備のための草刈り作業、登山道の整備
森林セラピー健康増進事業、多目的福祉
施設の整備
がいせん桜の治療管理、にしき鯉の放流、
本陣・脇本陣の提灯整備

源流域環境保全型農業の推進④環境保全型農業の推進、特産品の開発に
　関する事業 
  

3 ,000 ,000円

2,500,000円

1,730,000円

400,000円
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５
月
５
日
（
火
・
祝
）
メ
ル
ヘ

ン
・
プ
ラ
ザ
主
催
の
か
し
わ
も
ち

ま
つ
り
が
道
の
駅
メ
ル
ヘ
ン
の
里

新
庄
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
５
月
の
連
休
に
開
催

時
期
を
変
更
し
、
今
年
は
こ
ど
も

の
日
の
開
催
と
な
り
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
家
族
連
れ
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
柏
餅
・
よ
も
ぎ

餅
・
黒
豆
大
福
・
山
菜
お
こ
わ
な

ど
を
販
売
し
、
新
庄
伝
統
４
人
づ

き
も
ち
つ
き
実
演
販
売
も
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
金
魚
す
く
い
大
会
、

新
聞
カ
ブ
ト
折
り
、
ポ
ン
菓
子
無

料
配
布
な
ど
、
お
子
様
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に

来
場
さ
れ
た
お
子
様
に
、
も
ち
投

げ
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
新
庄
村
へ
の
交
流
人
口

を
増
や
し
、
地
元
が
活
性
化
す
る

様
に
、
村
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

　

５
月
10
日
（
日
）
新
庄
村
野
土

路
地
区
献
花
谷
農
園
に
て
「
第
18

回
山
菜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て

山
菜
を
求
め
る
多
く
の
お
客
様
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

農
園
内
の
山
菜
を
袋
い
っ
ぱ
い

に
収
穫
し
、
お
昼
に
は
わ
ら
び
・

よ
も
ぎ
・
う
ど
・
た
き
み
ず
な
等

の
山
菜
料
理
や
う
ど
ん
が
振
る
舞

わ
れ
、
来
場
者
は
山
菜
料
理
の
種

類
の
多
さ
に
驚
か
れ
た
よ
う
で
す
。

料
理
は
地
区
の
皆
様
の
手
料
理
で
、

何
度
も
お
か
わ
り
す
る
方
も
あ
り
、

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

地
元
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
た
、

地
区
か
ら
地
域
を
盛
り
上
が
る
よ

う
な
、
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

　

５
月
16
日
（
土
）
田
浪
地
区
の

新
庄
村
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
で

「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ　

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
庄
村
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｑ
Ｕ

Ａ　

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
は

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
立
案
で
山
陽
新
聞

社
が
主
催
し
た
も
の
で
、
新
庄
村

森
林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
共
催
の
も

と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
の
Ａ
Ｑ

Ｕ
Ａ
に
ち
な
み
、
「
水
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
参
加
型
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ
は
全
国
50

ヶ
所
で
開
催
さ
れ
て
お
り
岡
山
県

で
は
中
国
地
方
最
大
級
の
ブ
ナ
林

の
原
生
林
が
残
り
、
旭
川
の
源
流

域
で
も
あ
る
新
庄
村
が
４
年
連
続

開
催
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
外
来
種
の
混
入

を
防
ぐ
た
め
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
入

り
口
に
設
置
し
た
足
洗
い
場
の
再

整
備
や
、
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ
の

作
製
、
転
落
防
止
の
柵
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

抽
選
で
選
ば
れ
た
１
１
０
名
の

参
加
者
と
岡
山
大
学
の
学
生
が
率

先
し
て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
新
庄
村
で
採
れ
た
山

菜
の
天
ぷ
ら
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な

ど
を
食
べ
、
新
庄
村
の
地
元
の
味

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド
を
歩
き
、
豊
か
な
自
然
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

自
然
に
直
接
触
れ
、
恩
恵
を
体

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
、
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

○
募
集
種
目

　

▼
自
衛
官
候
補
生

○
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

　
　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

男
子　

年
間
を
通
じ
て

　

女
子　

８
月
１
日
〜
９
月
８
日

○
試
験
日

　

男
子　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

　

女
子　

９
月
25
日
〜
29
日

（
た
だ
し
、
平
成
28
年
３
月
高
校

卒
業
予
定
者
ま
た
は
中
学
卒
業
予

定
者
の
た
め
の
試
験
は
、
原
則
と

し
て
平
成
27
年
９
月
16
日
以
降
に

実
施
。
）

○
試
験
場

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

○
入
隊
時
期

　

男
子　

採
用
予
定
通
知
書
で
お

　
　
　
　

知
ら
せ

　

女
子　

平
成
28
年
３
月
下
旬
〜

　
　
　
　

４
月
上
旬
予
定

　

応
募
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山

出
張
所
ま
で

　

℡
０
８
６
８
ー
２
２
ー
５
６
３
７
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５
月
27
日
（
水
）
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
５
（
笹
川
ス
ポ
ー

ツ
財
団
主
催
）
が
全
国
一
斉
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
か
ら
の
「
早
朝
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
で
は
４
５
０
名
、

「
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
は
村
内
外
か
ら
３
１
０
名
の
方

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
参
加
10
回
目
の
記
念
事

業
と
し
て
、
晴
れ
の
国
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
派
遣
事
業
（
岡
山
県
体

育
協
会
）
に
よ
り
、
中
学
校
参
観

日
の
中
で
、
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
バ

レ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
普

段
接
す
る
機
会
の
少
な
い
プ
ロ
の

技
に
触
れ
、
選
手
の
方
々
と
一
緒

に
バ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
保
育
所
、
小
学
校
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
参
観
日

を
し
て
下
さ
る
等
、
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
も
大
変
暑
い
中
「
村

長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

は
じ
め
、
野
球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
等
多
く
の
種
目
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
マ
ト
レ
教
室
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
頂
き
、
よ
り
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
ご
参
加
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

新
庄
村
は
村
内
外
合
わ
せ
て
１

０
０
５
名
が
参
加
さ
れ
、
１
０

３
・
４
％
の
参
加
率
と
な
り
、
参

加
率
が
高
か
っ
た
地
区
は
、
二
つ

橋
、
滝
の
尻
、
カ
ケ
住
宅
の
３
地

区
で
し
た
。

　

今
年
の
対
戦
相
手
で
あ
っ
た
秋

田
県
上
小
阿
仁
村
の
参
加
率
は
、

64
％
で
し
た
の
で
、
直
接
対
決
は

新
庄
村
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
自
治
体
参
加
率
を
競
い

合
っ
た
青
森
県
新
郷
村
の
参
加
率

は
１
１
７
％
と
高
く
、
新
庄
村
の

二
度
目
の
日
本
一
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
新
庄
村
の
参
加
率
は

昨
年
を
上
回
り
、
さ
ら
に
そ
の
内

訳
が
村
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
増
加

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
に

な
る
と
い
う
大
き
な
目
標
に
ま
た

近
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

参
加
頂
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
下
さ
っ
た

方
々
、
準
備
、
実
施
に
ご
協
力
下

さ
っ
た
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
公
民
館　

平
中
）

　

毎
年
６
月
を
「
食
育
月
間
」
、

毎
月
19
日
を
「
食
育
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
「
食
を
通
じ
た

健
康
な
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

〜
『
地
域
』
か
ら
『
行
動
』
へ
〜

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
食
育
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

主
要
な
食
育
目
標
と
し
て
は
、

①
共
食
の
機
会
の
増
加
（
ほ
と
ん

ど
毎
日
家
族
と
一
緒
に
食
事
を

食
べ
る
子
ど
も
の
割
合
の
増

加
）

②
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
者
の
割
合

の
増
加

③
栄
養
成
分
表
示
の
店
登
録
数
の

増
加

④
適
切
な
量
と
質
の
食
事
を
と
る

者
の
増
加

（
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合

わ
せ
た
食
事
が
１
日
２
回
以
上
の

日
が
ほ
ぼ
毎
日
の
者
の
割
合
）

と
い
っ
た
も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

新
庄
村
で
は
、
第
２
次
健
康
メ

ル
ヘ
ン
21
計
画
書
に
お
い
て
、

「
子
ど
も
た
ち
に
季
節
に
応
じ
た

新
庄
の
味
を
伝
え
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
食
育
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

家
庭
の
食
卓
に
郷
土
料
理
や
行

事
食
を
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
で
し

ょ
う
か
？

　

今
年
度
も
全
村
民
を
対
象
と
し

た
郷
土
料
理
講
習
会
の
開
催
や
、

子
ど
も
料
理
教
室
等
、
そ
の
他
の

料
理
教
室
時
で
も
積
極
的
に
郷
土

料
理
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
行
政
が
一
体
と

な
り
、
食
育
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
。（

住
民
福
祉
課　

林
）

こ
ど
も
の
日
に
開
催

  
「
か
し
わ
も
ち
ま
つ
り
」

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　

 

防
衛
省

み
ん
な
と
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

  

「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ 

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

　
　
　

   

Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
１
５
」

野
土
路「
山
菜
ま
つ
り
」

お
元
気
で
す
か
？

お
元
気
で
す
か
？

食
育
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
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５
月
５
日
（
火
・
祝
）
メ
ル
ヘ

ン
・
プ
ラ
ザ
主
催
の
か
し
わ
も
ち

ま
つ
り
が
道
の
駅
メ
ル
ヘ
ン
の
里

新
庄
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
５
月
の
連
休
に
開
催

時
期
を
変
更
し
、
今
年
は
こ
ど
も

の
日
の
開
催
と
な
り
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
家
族
連
れ
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
柏
餅
・
よ
も
ぎ

餅
・
黒
豆
大
福
・
山
菜
お
こ
わ
な

ど
を
販
売
し
、
新
庄
伝
統
４
人
づ

き
も
ち
つ
き
実
演
販
売
も
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
金
魚
す
く
い
大
会
、

新
聞
カ
ブ
ト
折
り
、
ポ
ン
菓
子
無

料
配
布
な
ど
、
お
子
様
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に

来
場
さ
れ
た
お
子
様
に
、
も
ち
投

げ
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
新
庄
村
へ
の
交
流
人
口

を
増
や
し
、
地
元
が
活
性
化
す
る

様
に
、
村
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

　

５
月
10
日
（
日
）
新
庄
村
野
土

路
地
区
献
花
谷
農
園
に
て
「
第
18

回
山
菜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て

山
菜
を
求
め
る
多
く
の
お
客
様
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

農
園
内
の
山
菜
を
袋
い
っ
ぱ
い

に
収
穫
し
、
お
昼
に
は
わ
ら
び
・

よ
も
ぎ
・
う
ど
・
た
き
み
ず
な
等

の
山
菜
料
理
や
う
ど
ん
が
振
る
舞

わ
れ
、
来
場
者
は
山
菜
料
理
の
種

類
の
多
さ
に
驚
か
れ
た
よ
う
で
す
。

料
理
は
地
区
の
皆
様
の
手
料
理
で
、

何
度
も
お
か
わ
り
す
る
方
も
あ
り
、

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

地
元
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
た
、

地
区
か
ら
地
域
を
盛
り
上
が
る
よ

う
な
、
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

　

５
月
16
日
（
土
）
田
浪
地
区
の

新
庄
村
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
で

「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ　

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
庄
村
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｑ
Ｕ

Ａ　

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
は

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
立
案
で
山
陽
新
聞

社
が
主
催
し
た
も
の
で
、
新
庄
村

森
林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
共
催
の
も

と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
の
Ａ
Ｑ

Ｕ
Ａ
に
ち
な
み
、
「
水
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
参
加
型
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ
は
全
国
50

ヶ
所
で
開
催
さ
れ
て
お
り
岡
山
県

で
は
中
国
地
方
最
大
級
の
ブ
ナ
林

の
原
生
林
が
残
り
、
旭
川
の
源
流

域
で
も
あ
る
新
庄
村
が
４
年
連
続

開
催
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
外
来
種
の
混
入

を
防
ぐ
た
め
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
入

り
口
に
設
置
し
た
足
洗
い
場
の
再

整
備
や
、
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ
の

作
製
、
転
落
防
止
の
柵
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

抽
選
で
選
ば
れ
た
１
１
０
名
の

参
加
者
と
岡
山
大
学
の
学
生
が
率

先
し
て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
新
庄
村
で
採
れ
た
山

菜
の
天
ぷ
ら
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な

ど
を
食
べ
、
新
庄
村
の
地
元
の
味

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド
を
歩
き
、
豊
か
な
自
然
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

自
然
に
直
接
触
れ
、
恩
恵
を
体

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
、
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

○
募
集
種
目

　

▼
自
衛
官
候
補
生

○
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

　
　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

男
子　

年
間
を
通
じ
て

　

女
子　

８
月
１
日
〜
９
月
８
日

○
試
験
日

　

男
子　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

　

女
子　

９
月
25
日
〜
29
日

（
た
だ
し
、
平
成
28
年
３
月
高
校

卒
業
予
定
者
ま
た
は
中
学
卒
業
予

定
者
の
た
め
の
試
験
は
、
原
則
と

し
て
平
成
27
年
９
月
16
日
以
降
に

実
施
。
）

○
試
験
場

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

○
入
隊
時
期

　

男
子　

採
用
予
定
通
知
書
で
お

　
　
　
　

知
ら
せ

　

女
子　

平
成
28
年
３
月
下
旬
〜

　
　
　
　

４
月
上
旬
予
定

　

応
募
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山

出
張
所
ま
で

　

℡
０
８
６
８
ー
２
２
ー
５
６
３
７

（5）平成27年6月19日発行 第400号広 報 新 庄
　

５
月
27
日
（
水
）
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
５
（
笹
川
ス
ポ
ー

ツ
財
団
主
催
）
が
全
国
一
斉
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
か
ら
の
「
早
朝
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
で
は
４
５
０
名
、

「
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
は
村
内
外
か
ら
３
１
０
名
の
方

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
参
加
10
回
目
の
記
念
事

業
と
し
て
、
晴
れ
の
国
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
派
遣
事
業
（
岡
山
県
体

育
協
会
）
に
よ
り
、
中
学
校
参
観

日
の
中
で
、
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
バ

レ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
普

段
接
す
る
機
会
の
少
な
い
プ
ロ
の

技
に
触
れ
、
選
手
の
方
々
と
一
緒

に
バ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
保
育
所
、
小
学
校
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
参
観
日

を
し
て
下
さ
る
等
、
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
も
大
変
暑
い
中
「
村

長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

は
じ
め
、
野
球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
等
多
く
の
種
目
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
マ
ト
レ
教
室
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
頂
き
、
よ
り
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
ご
参
加
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

新
庄
村
は
村
内
外
合
わ
せ
て
１

０
０
５
名
が
参
加
さ
れ
、
１
０

３
・
４
％
の
参
加
率
と
な
り
、
参

加
率
が
高
か
っ
た
地
区
は
、
二
つ

橋
、
滝
の
尻
、
カ
ケ
住
宅
の
３
地

区
で
し
た
。

　

今
年
の
対
戦
相
手
で
あ
っ
た
秋

田
県
上
小
阿
仁
村
の
参
加
率
は
、

64
％
で
し
た
の
で
、
直
接
対
決
は

新
庄
村
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
自
治
体
参
加
率
を
競
い

合
っ
た
青
森
県
新
郷
村
の
参
加
率

は
１
１
７
％
と
高
く
、
新
庄
村
の

二
度
目
の
日
本
一
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
新
庄
村
の
参
加
率
は

昨
年
を
上
回
り
、
さ
ら
に
そ
の
内

訳
が
村
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
増
加

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
に

な
る
と
い
う
大
き
な
目
標
に
ま
た

近
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

参
加
頂
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
下
さ
っ
た

方
々
、
準
備
、
実
施
に
ご
協
力
下

さ
っ
た
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
公
民
館　

平
中
）

　

毎
年
６
月
を
「
食
育
月
間
」
、

毎
月
19
日
を
「
食
育
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
「
食
を
通
じ
た

健
康
な
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

〜
『
地
域
』
か
ら
『
行
動
』
へ
〜

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
食
育
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

主
要
な
食
育
目
標
と
し
て
は
、

①
共
食
の
機
会
の
増
加
（
ほ
と
ん

ど
毎
日
家
族
と
一
緒
に
食
事
を

食
べ
る
子
ど
も
の
割
合
の
増

加
）

②
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
者
の
割
合

の
増
加

③
栄
養
成
分
表
示
の
店
登
録
数
の

増
加

④
適
切
な
量
と
質
の
食
事
を
と
る

者
の
増
加

（
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合

わ
せ
た
食
事
が
１
日
２
回
以
上
の

日
が
ほ
ぼ
毎
日
の
者
の
割
合
）

と
い
っ
た
も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

新
庄
村
で
は
、
第
２
次
健
康
メ

ル
ヘ
ン
21
計
画
書
に
お
い
て
、

「
子
ど
も
た
ち
に
季
節
に
応
じ
た

新
庄
の
味
を
伝
え
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
食
育
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

家
庭
の
食
卓
に
郷
土
料
理
や
行

事
食
を
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
で
し

ょ
う
か
？

　

今
年
度
も
全
村
民
を
対
象
と
し

た
郷
土
料
理
講
習
会
の
開
催
や
、

子
ど
も
料
理
教
室
等
、
そ
の
他
の

料
理
教
室
時
で
も
積
極
的
に
郷
土

料
理
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
行
政
が
一
体
と

な
り
、
食
育
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
。（

住
民
福
祉
課　

林
）

こ
ど
も
の
日
に
開
催

  

「
か
し
わ
も
ち
ま
つ
り
」

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　

 

防
衛
省

み
ん
な
と
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

  

「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ 

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

　
　
　

   

Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
１
５
」

野
土
路「
山
菜
ま
つ
り
」

お
元
気
で
す
か
？

お
元
気
で
す
か
？

食
育
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５



6
月
の
納
税

村  
県  

民  

税

国
　  
保  
　
税

介 

護 

保 
険 
料

（
1
期
）

（
1
期
）

（
1
期
）

納
期
限
　
6
月
30
日（
火
）
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4月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
4月期 4月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

1

0

1

0

10

0

3

8

60

1

13

68

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

《
戸
籍
の
動
き
》

婚
姻
届　
末
永
く
お
幸
せ
に

＊
池
田　

洋
文

　

石
賀　

弥
生

＊
横　

山　

竜
也
（
倉
敷
市
）

　

佐
々
木　

好
実

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
27
年
５
月
30
日

　

本
田　

昭
子
（
満
88
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

７
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

７
月
9
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

７
月
23
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
雨
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
は
、

自
動
車
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
、

交
通
渋
滞
や
視
界
不
良
に
よ
る
交

通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

雨
の
日
に
は
特
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

１　

運
転
は
ゆ
と
り
を
も
っ
て
！

　

雨
の
日
は
交
通
渋
滞
が
起
こ
り

や
す
く
、
気
分
が
イ
ラ
イ
ラ
し
が

ち
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で

運
転
す
る
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。

い
つ
も
以
上
に
心
と
時
間
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
、
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
雨
で
濡
れ

た
道
路
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
た

め
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
、

車
間
距
離
も
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

２　

ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
ま

し
ょ
う

　

雨
の
日
は
、

昼
間
で
も
薄
暗

く
、
視
界
も
狭

く
な
り
が
ち
で

す
。
ま
た
、
歩

行
者
は
傘
を
さ
し
て
い
る
の
で
、

車
の
接
近
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
昼
間
で
も

「
暗
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
迷
わ

ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

年
金
相
談 平

成
27
年
５
月
受
付
分

梅
雨
期
の
交
通
事
故
防
止

国
民
健
康
保
険
に
加
入

　
　
　 

し
て
い
る
皆
様
へ

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
者

緊
急
支
援
報
告
会
開
催

「特別村民制度年会員募集」「特別村民制度年会員募集」
　今年で３２年目を迎える特別村民制度年会員の募集をして
います。
○ 特別村民証を発行します。
○ふるさとの味を年２回お届けします。
　夏の特産品セット（約１３品目）
　　　８月４日（火）発送予定
　冬の特産品セット（約１２品目）
　　　１２月１８日（金）発送予定
○「村民証」ご提示の方に、道の駅新庄特産館にて千円以上
　お土産をお買い上げの方に５％割引します。
○年会費　１１,０００円
○募集締切　平成２７年６月３０日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　柴田）

３　

心
と
車
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
！

　

天
候
不
順
で
体
調
を
崩
し
た
り
、

気
分
が
優
れ
な
い
時
は
で
き
る
だ

け
運
転
を
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
タ
イ
ヤ
や
ワ
イ
パ

ー
の
状
態
な
ど
車
の
点
検
も
運
転

前
に
十
分
に
行
う
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

４ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
は
必
須
で
す

　

車
に
乗
っ
た
ら
、
必
ず
全
て
の

座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、

お
子
さ
ん
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

は
あ
な
た
の
大
切
な
命
綱
で
す
。

５ 

自
転
車
の
運
転
も
十
分
注
意

し
て
！

　

自
転
車
の
傘
差
し
運
転
は
法
令

違
反
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
傘
が

視
界
を
さ
え
ぎ
っ
た
り
、
片
手
運

転
で
ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
操
作

が
不
安
定
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
歩
行

者
や
車
に
も
危
険
を
お
よ
ぼ
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
雨
衣
（
カ
ッ
パ
）
を
着
用
す

る
と
視
界
が
狭
く
な
る
の
で
、
い

つ
も
以
上
に
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

　

６
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。
国
保
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
が
医
療
を
受
け
る

時
に
助
け
合
う
共
済
制
度
で
す
。

国
保
の
運
営
は
、
国
保
税
の
収
入

が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

国
保
税
を
遅
滞
な
く
納
付
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

国
保
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
被

保
険
者
で
す
が
、
加
入
は
世
帯
ご

と
で
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す
。

◎
ご
家
族
に
進
学
や
就
職
な
ど
の

異
動
が
あ
れ
ば
、
14
日
以
内
に
住

民
福
祉
課
国
保
係
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

・
他
市
町
村
か
ら
転
入
（
転
出
）

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入

　

（
脱
退
）

・
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
へ
加
入

◎
使
用
し
な
く
な
っ
た
国
民
健
康

保
険
証
は
、
誤
っ
て
使
用
す
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
、
住
民
福
祉
課
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

５
月
15
日
（
金
）
に
、
ネ
パ
ー

ル
大
地
震
被
災
者
緊
急
支
援
報
告

会
を
創
生
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

報
告
会
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ム

ダ
か
ら
看
護
師
の
柴
田
幸
江
さ
ん

を
招
い
て
、
現
地
で
の
緊
急
医
療

救
援
活
動
の
様
子
を
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

柴
田
幸
江
さ
ん
は
、
ア
ム
ダ
の

ス
タ
ッ
フ
看
護
師
と
し
て
地
震
発

生
か
ら
二
日
後
の
４
月
27
日
に
ネ

パ
ー
ル
に
入
り
、
混
乱
す
る
現
地

で
情
報
の
収
集
と
そ
の
後
の
更
な

る
緊
急
支
援
活
動
の
為
の
連
絡
調

整
、
そ
し
て
被
災
地
で
の
緊
急
医

療
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
交
通
網
寸
断
な
ど
の

諸
事
情
に
よ
り
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ

か
ら
離
れ
た
地
域
へ
の
活
動
が
難

し
い
状
況
で
し
た
が
、
現
地
の
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
共
に
支
援
物

資
の
配
送
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
余
震
が
続
く
中
、
崩
壊
し
た

建
物
を
避
け
て
野
外
で
避
難
生
活

を
送
る
被
災
者
へ
の
医
療
業
務
や

支
援
、
ま
た
衛
生
環
境
の
劣
化
に

よ
る
感
染
症
の
予
防
活
動
等
を
行

っ
た
際
の
具
体
的
な
様
子
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
救
援
の
手
が
届
か
な

か
っ
た
山
間
の
地
域
で
の
医
療
救

援
活
動
に
対
し
て
、
現
地
の
人
々

か
ら
日
本
へ
の
感
謝
の
言
葉
も
多

く
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。　
　

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
今
な
お
仮
設
テ

ン
ト
や
医
療
品
の
不
足
で
不
自
由

な
生
活
を
送
る
人
が
多
く
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
支
援
活
動
に
携

わ
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
　

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

入　札　日

平成27年5月14日

工　　期

平成27年7月31日

事　業　名

村道田浪線改良工事（第２工区）

業　者　名 落札価格（契約金額）

（株）三木工務店 7,200千円 （7,776,000）

工 事 等 入 札 結 果

木造住宅耐震診断の
お知らせ

　新庄村では、木造住宅の耐震診断
について助成事業を行っています。
　南海トラフ地震等の大型地震発生
が懸念されています。耐震診断に興
味がある方は、産業建設課へお問合
せ下さい。

　　　　　（産業建設課　住宅係）

　

ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携
活
動

推
進
協
議
会
で
は
新
庄
村
、村

議
会
、村
教
育
委
員
会
と
協
力

し
て
被
災
者
支
援
募
金
活
動

を
五
月
末
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（総務企画課　藤井）

《
戸
籍
の
動
き
》

婚
姻
届　
末
永
く
お
幸
せ
に

＊
池
田　

洋
文

　

石
賀　

弥
生

＊
横　

山　

竜
也
（
倉
敷
市
）

　

佐
々
木　

好
実

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
27
年
５
月
30
日

　

本
田　

昭
子
（
満
88
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

７
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

７
月
9
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

７
月
23
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
雨
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
は
、

自
動
車
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
、

交
通
渋
滞
や
視
界
不
良
に
よ
る
交

通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

雨
の
日
に
は
特
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

１　

運
転
は
ゆ
と
り
を
も
っ
て
！

　

雨
の
日
は
交
通
渋
滞
が
起
こ
り

や
す
く
、
気
分
が
イ
ラ
イ
ラ
し
が

ち
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で

運
転
す
る
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。

い
つ
も
以
上
に
心
と
時
間
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
、
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
雨
で
濡
れ

た
道
路
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
た

め
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
、

車
間
距
離
も
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

２　

ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
ま

し
ょ
う

　

雨
の
日
は
、

昼
間
で
も
薄
暗

く
、
視
界
も
狭

く
な
り
が
ち
で

す
。
ま
た
、
歩

行
者
は
傘
を
さ
し
て
い
る
の
で
、

車
の
接
近
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
昼
間
で
も

「
暗
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
迷
わ

ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

年
金
相
談 平

成
27
年
５
月
受
付
分

梅
雨
期
の
交
通
事
故
防
止

国
民
健
康
保
険
に
加
入

　
　
　 

し
て
い
る
皆
様
へ

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
者

緊
急
支
援
報
告
会
開
催

「特別村民制度年会員募集」「特別村民制度年会員募集」
　今年で３２年目を迎える特別村民制度年会員の募集をして
います。
○ 特別村民証を発行します。
○ふるさとの味を年２回お届けします。
　夏の特産品セット（約１３品目）
　　　８月４日（火）発送予定
　冬の特産品セット（約１２品目）
　　　１２月１８日（金）発送予定
○「村民証」ご提示の方に、道の駅新庄特産館にて千円以上
　お土産をお買い上げの方に５％割引します。
○年会費　１１,０００円
○募集締切　平成２７年６月３０日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　柴田）
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で
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し
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気
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は
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運
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控
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ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
タ
イ
ヤ
や
ワ
イ
パ

ー
の
状
態
な
ど
車
の
点
検
も
運
転

前
に
十
分
に
行
う
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

４ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
は
必
須
で
す

　

車
に
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ら
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の
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で
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を
着
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し
、
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子
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に
は
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ド
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使
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せ
ま
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ょ
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。
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は
あ
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た
の
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切
な
命
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。
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転
車
の
運
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分
注
意
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て
！
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転
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の
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差
し
運
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は
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令
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だ
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が
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を
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片
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く
、
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の
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や
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に
も
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す
の

で
、
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対
に
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う
。
ま

た
、
雨
衣
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を
着
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る
と
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界
が
狭
く
な
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の
で
、
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以
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全
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を
心
が
け

ま
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ょ
う
。
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月
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ら
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民
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の
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が
始
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り
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す
。
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保
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国
民
の
皆
さ
ん
が
医
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を
受
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る

時
に
助
け
合
う
共
済
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度
で
す
。
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保
の
運
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は
、
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保
税
の
収
入

が
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な
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と
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て
い
ま
す
。
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解
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だ
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、
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は
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で
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加
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と
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の
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緊
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医
療
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の
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子
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ん
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の
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後
の
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集
と
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の
後
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被
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で
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現
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で
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事
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都
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の
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動
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と
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産
業
建
設
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山
田
）

入　札　日

平成27年5月14日

工　　期

平成27年7月31日

事　業　名
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業　者　名 落札価格（契約金額）
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工 事 等 入 札 結 果

木造住宅耐震診断の
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について助成事業を行っています。
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が懸念されています。耐震診断に興
味がある方は、産業建設課へお問合
せ下さい。

　　　　　（産業建設課　住宅係）
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均等割額一人当たりの保険料

（限度額５７万円）

所得割額

４６，３００円 （所得－３３万円）×９．１５％（所得割率）
＝ ＋

軽減割合 世帯主及びその世帯の被保険者の合計総所得金額等が下記の金額以下の世帯

９割軽減

７割軽減
※

５割軽減

２割軽減

基礎控除額（３３万円）

基礎控除額（３３万円）+２６万円×被保険者数

基礎控除額（３３万円）+４７万円×被保険者数

基礎控除額（３３万円）を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入８０万円以下
（その他の各種所得がない場合）
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真庭市長杯ソフトボール大会

　６月３日（水）に蒜山中学校で「真庭支部学年別
陸上競技大会」が開催されました。当日は朝から雨
模様でしたが午前中には雨も上がり、少し風が強く
気温が低い中で日程を少し変更して競技が続けられ
ました。
　新庄中学校では生徒全員がこの大会に出場するこ
とになっており、この大会に向けて５月19日のオリ
エンテーションを手始めに、放課後の部活動の時間
を使って練習を続けてきました。練習では、主に３
年生が下級生を引っ張っていこうとする姿が随所に
見られ、活動を通して成長していく生徒に頼もしさ
を感じました。この練習の取り組みの中や大会当日
に自己ベスト記録の更新を果たした生徒がほとんど
で、記録に挑戦していく喜びを感じ取ることができ
ました。
　大会の閉会式が終わり他校の生徒が帰った後、本
部テント３張りが残っており、本校生徒だけで進ん
で片付けを行いました。疲労した中でも、周囲に気
配りができる心遣いに感心させられました。

　　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　穐山）

田植えをしました
小学校だより

　新庄小学校では、今年度も地域の特産品であるヒ
メノモチ作りを行います。今年度からは１・２年生
も加わって、全校で取り組みます。
　宍戸誠さんからお借りしている田に、４月30日に
は全校で堆肥をまきました。そして、５月22日に、
地域ボランティアの方々のご協力を得て、田植えを
行いました。
　最初に、苗の植え方について説明を聞き、高学年
から田に入りました。４年生以上は、昨年までの経
験がありますが、３年生以下は、学校での田植えは
初めてです。１年生は、最後の数列を６年生に助け
てもらいながら植えることができました。晴天の下、
全校で力を合わせ、２時間弱で全て終了。泥だらけ
になりましたが、
・去年より上手に植えることが出来てよかった。
・大きく育ってお餅をつくのが楽しみだ。
・上級生やボランティアの方にやり方を教えてもら
　ってうれしかった。
など、満足した感想が聞けました。
　今後も、地域ボランティアの方々の力をお借りし
て、作業を続けていきます。様々な場面でのご協力
に感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　（新庄小学校　畦崎賢二）

中学校だより

　６月７日（日）に、真庭市白梅体育館にて「真庭市長杯ソ
フトバレーボール大会」が開催され、ジュニアスポーツクラ

ブ「新庄kids」の５名が参加しました。
　新加入クラブ員には初めての大会となり、緊張しているところもありましたが、９チーム出場のファミリー
の部予選リーグは樫邑チーム・勝山チームに快勝し、１位グールプに勝ち上がりました。
　遷喬チーム、月田チームとの決勝リーグでは、惜しくも破れ、
３位となりました。
　短い練習期間での出場でしたが、勝つ喜びも、負ける悔しさ
も、共に学ぶことのできた試合となりました。
　クラブ員の「冬の大会で勝つ」との言葉通り、それぞれの課
題を乗り越えて、さらなる成長に期待いたします。
　保護者の皆さまには早朝より送迎や試合の応援をありがとう
ございました。
　指導者の皆さまには、熱心なご指導を頂き御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　平中）

真庭市長杯ソフトボール大会

真庭支部学年別陸上大会
～自己ベストを目指して～

　後期高齢者医療制度では、すべての被保険者が保険料を負担することになります。保険料は、被保険者全員が
負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計額となります。

○岡山県後期高齢者医療広域連合の保険料（平成２７年度）年額

　　※一人当たりの保険料は、１００円未満を切捨てます。
　　※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額をいいます。
　　　（遺族・障害年金等は除く。）
　　※平成２７年度の保険料の賦課限度額は５７万円です。

○保険料の軽減措置
【均等割額軽減の基準】
　　所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて保険料の「均等割額」が軽減されます。
　　※平成２７年度から、均等割額の５割軽減と２割軽減における所得基準が以下のとおり拡大されます。　　
　　①５割軽減の所得基準の拡大
　　　（変更前）３３万円（基礎控除額）＋２４．５万円×被保険者数
　　　（変更後）３３万円（基礎控除額）＋２６万円×被保険者数
　　②２割軽減の所得基準の拡大
　　　（変更前）３３万円（基礎控除額）＋４５万円×被保険者数
　　　（変更後）３３万円（基礎控除額）＋４７万円×被保険者数　　　　　　　

※軽減割合が７割軽減に該当する世帯は、当分の間均等割額が８.５割軽減となります。
・軽減の判定は、賦課期日現在で行われます。
・所得が公的年金の場合は、総所得金額から年金所得の範囲内で、最大１５万円を控除し判定します。
・被扶養者であった人に対する特例
　　後期高齢者医療制度の被保険者となった日の前日に健康保険組合や協会けんぽ、共済組合など（国民健康保
　険や国民健康保険組合は除く。）の被扶養者であった人は、保険料の「均等割額」が５割軽減され、「所得割
　額」はかかりません。ただし、当分の間特例として均等割額が９割軽減されます。
【所得割額軽減の基準】
　　「賦課のもととなる所得金額（所得－３３万円の金額）」が５８万円以下の人は、所得割額が５割軽減され
　ます。
　　詳しくは、市町村担当課又は岡山県後期高齢者医療広域連合へお問い合わせください。
【問合せ先】
　新庄村役場 住民福祉課　　　　　　電話（０８６７）５６－２６４６又は３－２６１２
　岡山県後期高齢者医療広域連合　　電話（０８６）２４５－００９０

後期高齢者医療制度の保険料について後期高齢者医療制度の保険料について
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い

無
く
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
欲
し
い
と
計
画
し
て
い

る
活
動
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す

◎
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培

　

４
月
27
日
。
子
ど
も
た
ち
は
、

園
長
先
生
と
一
緒
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
種
蒔
き
を
し
ま
し
た
。
種
を

見
せ
て
も
ら
い
一
粒
ず
つ
丁
寧
に

蒔
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
。
５
月
25
日
に

は
、
10
㎝
ほ
ど
に
な
っ
た
苗
を
畑

に
定
植
し
ま
し
た
。
８
月
に
収
穫

体
験
予
定
で
す
。

　

種
ま
き
を
し
て
定
植
す
る
ま
で

年
長
児
は
、
毎
日
水
や
り
と
霜
よ

け
の
管
理
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

種
蒔
き
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
発
芽

や
生
長
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
収
穫
へ
の
期
待
も
倍
増
の
よ

う
で
す
。

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
交
流
会

　
（
よ
も
ぎ
餅
作
り
）〈
５
月
20
日
〉

　

お
散
歩
で
摘
ん
だ
よ
も
ぎ
を
使

っ
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
さ
く

ら
の
里
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
よ
も
ぎ
餅
作
り
交
流
会
を
し

ま
し
た
。

　

給
食
は
、
も
ち
ろ
ん
よ
も
ぎ
餅
。

み
ん
な
で
搗
い
た
り
丸
め
た
り
し

た
こ
と
で
、
「
こ
れ
、
○
○
ち
ゃ

ん
が
つ
く
っ
た
の
？
」
・
「
こ
れ
、

何
か
に
お
い
が
す
る
よ
！
」
・

「
よ
も
ぎ
、
採
っ
た
よ
な
ぁ
！
」

な
ど
と
会
話
も
弾
む
給
食
の
時
間

で
し
た
。

◎
参
観
日

　
「
親
子
で
歩
こ
う
ゆ
り
か
ご
の
小
径
」

　
（
ス
ポ
―
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
）

〈
５
月
２７
日
〉

  
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ

の
参
加
を
兼
ね
て
「
親
子
で
歩
こ

う
ゆ
り
か
ご
の
小
径
」
で
森
林
セ

ラ
ピ
ー
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

〔
保
護
者
の
感
想
紹
介
〕

○
親
子
で
の
時
間
、と
て
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
で
す
。

○
○
も
前
日
か
ら
、「
パ
パ
も
マ
マ

も
い
っ
し
ょ
に
行
く
ん
だ
よ
ね

ー
！
」と
す
ご
く
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。地
元
に
住
ん
で
い
る

の
に
実
は
、セ
ラ
ピ
ー
初
体
験
で

し
た
。た
く
さ
ん
自
然
と
ふ
れ
あ

い
良
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

（
３
歳
児
母
）

○
娘
も
お
友
だ
ち
と
手
を
つ
な
い
で

楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
歩
き
終

え
た
時
の
日
射
し
の
厳
し
さ
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
　

小
径
は
、と
て
も
涼
し
く
時
折

聞
こ
え
て
く
る
小
川
の
水
の
流
れ

は
清
涼
感
が
あ
っ
て
心
地
の
良
い

も
の
で
し
た
。　　
（
４
歳
児
母
）

　
　

こ
の
日
は
、
お
楽
し
み
が
も

う
一
つ
！
お
母
さ
ん
手
作
り
の
お

弁
当
！
朝
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

る
お
友
だ
ち
も
大
勢
・
・
・
。
ど

ん
な
ご
馳
走
に
も
勝
る
お
母
さ
ん

の
お
弁
当
は
、
行
事
の
も
う
一
つ

の
主
役
で
す
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と

お
弁
当
セ
ラ
ピ
ー
・
・
・
。
温
か

い
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
一
日
で
し
た
。

◎
老
人
ク
ラ
ブ
交
流
会

（
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
）

〈
５
月
29
日
〉

　

今
年
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

の
み
な
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
４
・
５
歳
児
と
ゲ
イ
リ

ー
先
生
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植

え
を
し
ま
し
た
。
「
秋
に
は
お
芋

を
一
緒
に
掘
ろ
う
ね
！
」
と
、
声

を
掛
け
て
頂
き
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

  　　

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
優
し

さ
と
新
庄
産
の
お
い
し
い
旬
の
食

べ
物
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
心
も
体

も
ぐ
ん
ぐ
ん
モ
リ
モ
リ
大
き
く
な

り
ま
す
よ
う
に
・
・
・
！

（
保
育
所　

三
鴨
）

保
育
所
だ
よ
り

心
も
、体
も
、み
ぃ
ー
ん
な
、大
き
く
な
ぁ
れ
！

心
も
、体
も
、み
ぃ
ー
ん
な
、大
き
く
な
ぁ
れ
！
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